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日 時 

受講方法 

2024年９月２０日（金） 午後１時３０分～４時３０分 

ライブ配信／アーカイブ配信(２週間、何度でもご視聴可） 
 

［重点講義内容］ 

米国 ZEV 規制と中国 NEV 規制、そして欧州 CO2 規制が進行している中で、2023 年 8 月には EU 電池規制が発効し、

電池製造におけるカーボンフットプリントと元素リサイクル規制が要求されています。そして 2022 年 8 月に米国から発令

されたインフレ抑制案（IRA）も重なり、それぞれ EU 域内と米国内に有利な形で EV 産業と電池産業を誘引する政治的力

が大きく働いています。このような状況下で自動車業界、電池業界、部材業界は大きな戦略転換を迫られたり対応したり

しています。 

一方で、安全性にまつわる事故はこれまでも多発し、最重要課題にもかかわらず海外ではまだ課題として残っています。

その事故は中国ローカル EV メーカーと米テスラの EVに偏在していましたが、2019年中盤以降からは韓国のリチウム

イオン電池（LIB）を搭載した海外の EVや PHEVで火災事故が多発しました。日系電池メーカーの電池を搭載した日系

自動車メーカーの xEV では 27 年の長きに亘って公道での火災事故は１件もありません。その違いはどこにあるのかも

解説します。これと連動しつつ、いずれにしても車載電池のグローバル競争が激化しています。 

本セミナーでは、国内外におけるリチウムイオン電池および関連部材の市場・技術動向、電動化を加速させている

自動車業界と電池業界の動向、および各業界に求められている対応・戦略等について解説します。トヨタ自動車を中心

に全固体電池の研究開発も全世界的に活発になっている中、全固体電池の魅力と課題を踏まえ、その可能性についても

述べることにします。2021 年から経済産業省の「蓄電池産業推進会議」の有識者委員として提言してきた大胆な内容や

成果と秘話についてもお伝えします。 
 

１．自動車の環境規制と電動化の歴史 

（１）米国 ZEV法規発効からの電動化の流れ （２）各国の環境規制と電動化の加速、直近の政策変更 

２．直近の自動車業界と電池業界のトピックス 

３．自動車各社の取り組み・投資戦略とサプライチェーン 

４．電池業界の事業競争力とビジネスモデル  

（１）各国の電池産業の現状と課題 （２）電池業界における競争力比較 （３）電池各社のビジネスモデル 

５．日系 LIB部材業界の存在感低下の要因 

（１）LIB部材の変遷・市場動向 （２）存在感低下の要因と今後の向かうべき方向性 

６．LIBの安全性評価と受託試験・認証事業 

（１）車載用電池の事故・リコールの歴史 （２）国連規則と認証事業 

（３）エスペックの受託ビジネス・認証ビジネス （４）電動車の火災事故を招く要因分析 

７．次世代革新電池の研究開発状況と課題 

（１）期待される次世代電池の種類 （２）全固体電池の現状と課題 

８．日本の電池政策への提言と成果および今後の課題 

（１）電池リサイクルビジネスの重要性 （２）日本の電池業界が陥れられた苦い特許戦略 

（３）経産省主導「蓄電池産業戦略推進会議」における提言と成果および課題 

９．質疑応答 
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1978 年 横浜国立大学大学院工学研究科修士課程修了後、本田技研工業（株）に入社。1989 年までは自動車車体の腐食防食

技術開発に従事。社内研究成果により、1988 年に東京大学で工学博士号を取得。1990 年に（株）本田技術研究所の基礎研究部
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バッテリー研究会」委員。主な著書：『電池の覇者』（日本経済新聞出版）2020 ／『車載用リチウムイオン電池の開発最前線』（シー
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●受  講  料 各受講方法 １名につき ３３，７７０円（税込） 
同一のお申込フォームよりお申込の場合、２人目以降 ２７，５００円(税込) 
※ライブ配信受講者様で、アーカイブ配信もご希望の場合は追加料金１１，０００円（税込）で承ります。 

●お申込方法 
 
 

 

二次元バーコード、又は FAXにてお申し込み下さい。 
折り返し受講証、請求書、を郵送致します。 
お申込み後、５営業日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 
※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 
その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい） 
 
事前に、セミナー講師へのご期待、ご要望、ご質問をお受けしております。 
可能な限り講義に盛り込んでいただきますので受講証に同封の用紙でご連絡下さい。 
■ライブ配信について 
＜１＞Zoom にてライブ配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ視聴用 URL と ID・PASS を開催前日までにお送り致しますので、開催日時に Zoom

へご参加ください。 
■アーカイブ配信について 
＜１＞開催日より３～５営業日後を目安に Vimeo にて配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ収録動画配信のご用意ができ次第、視聴用ＵＲＬをお送り致します。 
＜３＞動画は公開日より２週間、何度でもご都合の良い時間にご視聴頂けます。  

９月２０日（金）         「欧米中の環境規制と電池産業の戦略」          申込日   月   日 

貴 社 名 
 

所 在 地 
〒                                     〇印をお付けください （ご自宅 ・ お勤め先） 

参加希望の受講方法を選び☐に✔をお入れ下さい。 

☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信  

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

参加希望の受講方法を選び☐に✔をお入れ下さい。 

☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信  

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）         － Ｆ Ａ Ｘ （       ）         － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。   

通信欄   

 

●E-mail アドレス登録受付＆ご紹介キャンペーン実施中〔Amazon ギフト券（５００円）を進呈いたします〕 

□セミナーへのお申込みではなく、メール配信登録のみの方は左記へ✔を入れて下さい。 
※携帯アドレス、フリーメールアドレスは登録対象外となっております。 
※メール配信登録をご希望の方をご紹介下さい！ご紹介いただいた方には Amazonギフト券（５００円）を進呈させていただきます。 
※上記お申込フォームに、ご登録情報（貴社名・所在地・氏名・所属部署・役職・メールアドレス）をご記入下さい。 

 
■主催（お申込み・お問い合せ先） 株式会社 新社会システム総合研究所 

お申込み受付 FAX ０３－５５３２－８８５１ 

〒105-0003 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４階 
Tel:03-5532-8850／E-mail:info@ssk21.co.jp／URL:http://www.ssk21.co.jp 
※配信停止、宛先変更、個人情報の苦情及び相談・開示は上記までご連絡下さい。 ２４３９２－V   

詳細・お申込はこちら↓ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 


